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研究成果の概要（和文）：ソーシャルメディアの発展により既存の社会集団を越えたコミュニケーションが一般
化する中で、ソーシャルメディアによる世論の分断化の実態を明らかにした。ニュースオーディエンスが分断化
しているのか否かを日本のTwitter空間を対象に分析し、主たるメディアでは分断が生じていないことを明らか
にした。また、規範の対立ならびに共存が如何にしておこるのかをエージェントシミュレーションを用いて分析
した。その結果、規範と協力の共進化過程において厳格な規範が初期において必要であり、徐々に寛容な規範が
社会に浸透するという推移過程が存在する事を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the actual condition of the segmentation of public 
opinion on social media. The study analyzed whether or not the news audience is fragmented in the 
Japanese Twitter-sphere and found that there is no fragmentation in the main media. Moreover, the 
study explored how the conflict and coexistence of the social norm occur was analyzed using the 
agent-based simulation. The results show that strict norms are necessary for the early stage of the 
coevolution process of norms and cooperation, and that there is a transition process in which 
tolerant norms gradually permeate society.

研究分野：進化ゲーム理論、エージェントシミュレーション、ソーシャルメディア分析

キーワード： 世論形成　規範　互恵性　協力の進化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ソーシャルメディアの発展により既存の社会集団を越えたコミュニケーションが一般化しつつある中で、世論の
分断がソーシャルメディア上で実際の起こっているのかを大量のTwitterデータの分析を通じて検証した。また
世論や社会規範がいかなるメカニズムで形成され進化していくのかをシミュレーション技術を用いて分析して、
社会規範が進化する過程を明らかにできた。この知見は新たな情報共有スペースにおける制度設計などへの応用
が期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

ソーシャルメディアの発展により既存の社会集団を越えたコミュニケーションが一般化

しつつあるが、この事態がもたらす社会的政治的帰結は未だ十分に明確でない。ソーシャ

ルメディアは多様な個人の意見が自由に流通し社会に多層的なコミュティを実現する可能

性がある一方で、世論の分断をもたらす集団分極化、極端な意見へ全体の世論が偏ってし

まうリスキーシフト、多数派の意見に世論が染まってしまう沈黙の螺旋といった現象を加

速させる危険性も指摘されている。昨今の種々の紛争においては、国境のボーダレス化・

情報流通の高速化・インターネットを通した参加の容易性が高まっていく。このような環

境下において、ソーシャルメディアが人々の政治参加に与える影響や世論形成において果

たす役割を正確に理解することは様々なレベルの紛争解決において喫緊の課題である。ソ

ーシャルメディア上の情報流通が高速かつ広範であることを鑑みると、ソーシャルメディ

ア上の意見形成が負の連鎖を引き起こすことで、端緒としては小規模な紛争が人命に影響

するような大規模かつ危険な紛争へと発展する危険性もはらんでいる。これを避けるため

にもソーシャルメディア上での世論形成過程を理解する重要性は大きい。 
また、インターネットの大衆化・国境のボーダレス化などの要因で多様な価値観や規範

が混在・共存する環境が出現している。従来はそれぞれの集団や社会で共有されていた規

範が混在することで、一方から見た向社会的行動が他方からは反社会的行動と判断され相

互が激しく対立する等、規範の対立は致命的な社会問題を引き起こしている。世論や規範

の分断化を理解するためには、規範の対立ならびに共存が如何にしておこるのか、更には

規範の進化過程を明らかにする必要がある。これらの背景を踏まえて本計画を立案した。 
 
２．研究の目的 

本研究では次の 2つのサブ課題を実施する事で社会における世論・規範の生成メカニズ
ムを明らかにする。 

第一に、ソーシャルメディアによる世論の分断化の実態を明らかにすることを目的とす

る。ソーシャルメディアは利用者の先有態度と一致する情報に選択的に接触することを容

易にするため、たとえば保守的な人は保守系メディアをフォローし、リベラルな人はリベ

ラル系メディアをフォローすることで、ニュースオーディエンスが分断化する可能性が指

摘されている。このような選択的接触傾向がソーシャルメディア上のニュース利用で強ま

ると、イデオロギーを軸としてニュースオーディエンスが分断化するリスクが高まる。こ

うした事態が現実に日本のツイッター空間で生じているのかを明らかにするために具体的

には以下の研究課題を実施した。 
（１）日本のニュースメディアのオーディエンスの分極化を Twitterデータを用いて分

析し、イデオロギーによるメディアの分極化が生じているのかどうかを検証する。 
第二の課題とて、社会における規範がどのようなメカニズムで進化するのかを明らかに

する。インターネットの全世界的かつ全人口的な普及によって、従来はそれぞれの集団や

社会で共有されていた規範が同一のコミュニケーション空間に共存する環境が生じてる。

これにより一方から見た向社会的行動が他方からは反社会的行動と判断され相互が激しく

対立する等の事態が発生し文化間のみならず世代間の紛争にもつながっている。そこで本

研究では他者の行動の善悪を評価するルール（規範）が如何なるメカニズムで進化し、ど

のような規範が社会で共有され得るのかをエージェントシミュレーションを用いて分析し

た。具体的には社会的ジレンマ環境において間接互恵規範と協力行動が共進化する過程を

分析するために以下の研究課題を実施した。 
（２）社会的ジレンマのような競争環境において、様々な規範が混在する状況から規範

と協力関係が共進化するメカニズムを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

サブ課題（１）については、日本の 2014 年時点で国会議員を少なくとも一人、ニュー



スメディアを少なくとも一つフォローしているツイッター利用者を対象に、社会調査デー

タとソーシャルメディアデータ（フォローしている国会議員と利用者自身のツイート内容

の情報）を組み合わせた機械学習を行い、従来の手法よりも高い精度で利用者の政治的イ

デオロギーを推定した。さらに、この推定モデルを用いることで 60 万人以上の利用者の
イデオロギーを推定し、日本のツイッター上のニュースオーディエンスの分断化の程度を

評価する。このアプローチは社会調査データによって個人のイデオロギーを直接測定した

後に、社会調査では追跡することが極めて困難な大量のツイッターユーザのイデオロギー

を機械学習を用いることで推定可能とする新しい試みである。これによってニュースアカ

ウントをフォローするユーザの全体像を把握することが可能となった。 

サブ課題（２）に関しては、社会に様々な規範が混在する状況を「規範の生態系」とし

て捉え、ゲーム理論のモデルを用いて社会のモデルを構成した。その際、生態系の中での

規範の進化を計算するために遺伝的アルゴリズム という手法を用いて分析モデルを構築

した。そのモデルを用いて、社会は多様性を許容しつつ協力を維持できるのか、生態系を

望ましい状態に安定させるためにはどのような規範が必要なのかを分析し、多様な規範が

協力の達成にどのような役割を果たすのかを調べた。 

 
４．研究成果 

サブ課題（１）について、構築した推定モデルを用いることで 60 万人以上の利用者の
イデオロギーを推定し、日本のツイッター上のニュースオーディエンスの分断化の程度を

評価した。その結果、NHK や大手全国紙ではフォロワーのイデオロギー的分断化は見ら

れないことが明らかになった。これは、保守系メディアとリベラル系メディアのオーディ

エンスの分断化が進んでいる米国とは異なる状況であることを示している。しかし一方で、

産経新聞は保守的な利用者によってフォローされており、東京新聞はリベラルな利用者に

よって選択的にフォローされているという傾向も明らかになった。これらのイデオロギー

的傾向の強いフォロワーは数は少ないものの、他のメディアをフォローしない傾向があり、

一部のメディアのフォロワーでは小規模なイデオロギー的分断化が生じていることがわか

る。主な成果は[4][12][13]として公表されている。 
サブ課題（２）について、コンピュータ上に仮想社会を構築する手法であるエージェン

ト・ベースド・シミュレーションにより分析した結果、規範の混在状態からは一度、非協

力的な規範が社会に広まることが観察された。しかし、「良いヒトへの協力だけが良く、他

のケースはすべて悪い」という非常に厳格な規範が非協力的な規範を駆逐し、その後、厳

格な規範に変わって「悪いヒトへの非協力は良く、悪いヒトへの協力は悪い」という複雑

な判断をする規範が一時的に社会で支配的になっていくと同時に、社会で協力が広まり始

める。しかしこの規範の支配は長くは続かずいわば「三日天下」で終了し、最終的には「協

力行動をしていれば良い」という規範がいくつか共存した状態で協力が維持されることが

分かった。さらに、最終的な協力状態に至るために必須となる規範は、どのような特徴を

有するかを調べるために規範ノックアウト手法（Norm Knockout Method）という新たな
分析手法を提案した。この手法は遺伝工学の分野で遺伝子ノックアウト（Gene Knockout）

として用いられている手法を応用したもので、ある特定の規範だけを社会から取り除き（こ

の操作をノックアウトと呼ぶ）その規範が出現しないようにコントロールすることでその

規範の役割を推定する。規範ノックアウト手法を用いたシミュレーションの結果、「良いヒ

トへの協力だけが良い」という厳格な規範をノックアウトした場合、および「協力行動な

ら良く、非協力行動なら悪い」という単純な規範をノックアウトした場合では、協力は進

化しえないことがわかった。主な成果は[5][6][7]として論文化されている。 
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